
児童・生徒の学習状況分析 評価・検証方法、目標値
更に工夫したい点 評価（◎、〇、●）

・技能の習得は遅いが、主体的に取り組む力が
ある。

・スモールステップで技能習得できるよう段階
化し、練習時間を多めにとる。

○練習記録カード等で技能習得状況を月に１回
確認し、７０％以上の技能定着を目指す。

・主旋律と低音を意識しながら演奏できる児童
が少ない。

・主旋律を演奏する楽器のみ演奏したり、音を
重ねる体験を多く取り入れる。

◎テストで到達度７５％を目指す。
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・真面目に取り組むが、作文などの文章力に課
題がある。

・単元の中での作文指導をしっかりと行い、
様々な様式での文章作りを身に付けさせる。

○段落構成、内容、誤字脱字の有無を作文で確
認する。児童数の７０％の技能定着を目指す。

・意欲はあるが、課題に関連する資料の選択及
び資料の読み取りが全体的に弱い。

・関連する資料の選び方を適宜指導する。 ○テストで正しい資料が選べているかを確認す
る。テストで到達度７０％を目指す。

・意欲はあるが、小数の計算力に課題がある。 ・ドリル等で繰り返し練習させる。授業の中で
適宜復習の時間を取る。

○テストで小数の計算ができているかを確認す
る。テストで到達度７０％を目指す。

・実験器具の使い方や実験の意味を理解してい
ないことがある。

・実験の都度、意味や手順、器具の使い方を正
確に押さえる。

○実験とまとめの仕方を見て技能習得状況を確
認する。児童数の７０％の技能定着を目指す。

・より深い表現にする力が弱い。 ・混色、組み合わせ方など既習学習を確認す
る。

○振り返りカードの自己評価で「よい」の項目
に到達する児童数が７５％を目指す。

・ミシンの使い方と玉結び・玉止めの仕方に課
題がある

・作品作りをしながら繰り返し練習させ正しい
やり方を押さえていく。

○実習の仕方とテストを見て技能習得状況を確
認する。児童数の７０％の技能定着を目指す。

・跳び箱運動やマット運動などでの、自分の体
の支持が上手くできない。

・準備運動で馬跳びを取り入れ続けていく。
・運動の際に正しい手の付き方を常に確認させ
る。

○テストで技能習得状況を確認する。児童数の
７０％の技能定着を目指す。

・｢感動、畏敬の念｣｢真理の探究｣など、経験が
少なく身近ではない内容項目に関しての捉え方
が薄い。

・導入を工夫し、身近に感じられるようにす
る。

◎ワークシートで内容項目の捉え方を確認す
る。
児童数の９０％が自分なりの捉え方をできるよ
うにする。
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・書く活動になったとたん、意欲を失う傾向が
ある。

・その都度、スペルを教えながら定着させてい
く。

○ワークシートで技能習得状況を確認する。児
童数の７０％の技能定着を目指す。

・自分で課題を見付け、調べ学習を進めまとめ
ることの個人差が大きい。

・個別にアドバイスを行っていく。 ○ワークシートで技能習得状況を確認する。児
童数の７０％の技能定着を目指す。


